
緒 言

健全な種馬鈴しょ生産のためには，速やかにかつ効果

的に茎葉処理を行い，茎葉の再生を防ぐことが重要であ

る。茎葉処理には，病害の蔓延を防ぎ，塊茎周皮を成熟

させ，塊茎の大きさを制御する役割がある。しかし，再

生した若い葉は成熟した葉より病気にかかりやすい。

これまで，茎葉処理方法として，焼却機や硫酸による

枯死法 ）や，茎葉チョッパ ）および茎葉引き抜き機 ）によ

る物理的方法の検討を行ってきたが，処理コスト及び作

業能率の点から，薬剤による茎葉処理が主流であった。

しかし，現在指導されているピラフルフェンエチル乳剤

は即効性に劣ること，および農作物に対する安全志向の

高まりから，物理的処理が見直されてきており，生食

用・加工食品用馬鈴しょ産地を中心に，茎葉チョッパに

よる茎葉黄変期の茎葉処理が普及してきている。そこ

で，種馬鈴しょ生産の茎葉処理適期である茎葉繁茂期に

おいて，茎葉チョッパ単用ならびに茎葉チョッパとピラ

フルフェンエチル乳剤散布との組み合わせによる，茎葉

残存程度および茎葉再生の少ない茎葉処理法の検討を行

った。

試験方法

平成 年，十勝農業試験場ほ場において，早生種

の 男爵薯 ，中生種の メークイン および晩生種の

ホッカイコガネ を供試した。平成 年には生育量の

異なる ほ場で試験を実施した。

茎葉チョッパは 機種を供試した（表 ）。平成 年

の機種 は自走式 畦用チョッパで，刈り高さ で

茎葉処理が可能である。刈り高さの影響を調査するた

め，設定高さを と の 水準とし，各品種と

も 月 日に茎葉処理を行った（表 ）。平成 年の機

種 はトラクタ直装式の 畦用チョッパである。標準的

な設定刈り高さ で， 男爵薯 および メークイ

ン は 月 日， ホッカイコガネ は 月 日に茎葉

処理を行った。
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生育調節剤による茎葉処理技術
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種馬鈴しょ生産での茎葉処理適期である茎葉繁茂期において，茎葉チョッパと生育調節剤を組み合わせた

茎葉処理法を検討した。 男爵薯 および メークイン では，刈り高さを低く設定できる自走式チョッパ

は茎葉再生が認められず，種馬鈴しょ生産への利用が可能である。トラクタ直装式チョッパでも，切除され

た茎葉重割合が高い場合には茎葉再生が少なかった。茎葉の再生率が高いのは，チョッパ処理後に葉の残存

が多いときのほか，倒伏が多いとき，および ホッカイコガネ のような茎葉再生しやすい品種をチョッパ

処理したときで，このような場合にはチョッパ処理後 日以内にピラフルフェンエチル乳剤を散布する茎葉

処理法が，確実な枯凋促進と茎葉再生抑制の点から最も有効となる。

年 月 日受理
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表 供試茎葉チョッパの主要諸元

供試機
乗用型自走式 トラクタ直装式

型式
全長（ ）
全幅（ ）
全高（ ）
全重（ ）
エンジン馬力（ ） （ ）
作業幅（ ）

刃の形状
型刃、直型刃
（固定）

ツイストブレード
（フレール）

刃の枚数（枚）
寸法（長さ ）
回転数（ ）
周速度（ ）
処理畦数（畦）
標準刈り高さ（ ）
備考 リアタイヤ幅 リアロークロップタイヤ

装着（幅 ）
使用トラクタ

注）機種 のエンジン馬力は，適応トラクタの馬力。



茎葉チョッパ単用における処理精度を調査したほか，

茎葉チョッパと生育調節剤の組み合わせ処理を次のよう

に行い，処理 週後の茎葉残存程度を比較した。生育調

節剤はピラフルフェンエチル乳剤（以下， とする）を

供試し，参考としてジクワット液剤（以下， とする）

を用いた。

茎葉チョッパ後ピラフルフェンエチル乳剤散布 チ

ョッパ処理 日後に を散布した（以下，

とする）。機種 および機種 の設定刈り高さ

の メークイン および ホッカイコガネ において検

討した。 の施用量は の範囲とした。

ピラフルフェンエチル乳剤散布後茎葉チョッパ

（施用量 ）を散布した 日後にチョッパ処理

を行った（以下， とする）。参考として （施

用量 ）散布後チョッパ処理（以下，

とする）を設けた。機種 の ホッカイコガネ で

検討した。

対照として生育調節剤 回散布区（ ， 。施用量は

それぞれ ， ）を設け，さらに ホ

ッカイコガネ では生育調節剤 回散布区（ ，

。施用量はそれぞれ ， を 回

散布）を設置した。調査項目は次の通りである。

茎葉チョッパの処理精度

処理重率 チョッパ処理により切除された茎葉重の

割合。

刈り高さ 培土天面から切断面までの高さ。

最大残存茎長 チョッパ処理後の株中で最も長い茎

の長さ。

処理株率・処理茎率 チョッパ処理で適切に切除さ

れた株・茎の割合。設定刈り高さ では処理直

後に葉の付着が無いとき，また設定刈り高さ

では最大残存茎長が処理後の刈り高さ平均の 倍以

下のときに，適切に切除された株・茎とした。

処理 週後の茎葉残存程度

茎のみ株率・茎のみ茎率 葉の残存は無く，茎のみ

残っている枯凋途中の株・茎の割合。

葉付き株率・葉付き茎率 株または茎中に葉の残存

が認められる株・茎の割合。値が大きいほど病害感

染のリスクが高い。

再生株率・再生茎率 葉付き株率・葉付き茎率のう

ち，茎葉再生した株・茎の割合。

結 果

）茎葉チョッパ単用における処理精度と茎葉再生

機種 のチョッパ処理精度と茎葉再生

設定刈り高さ では，チョッパ処理後の刈り高さ

は であった（表 ）。最大残存茎長は，倒伏

が無 中の 男爵薯 および ホッカイコガネ では

と短かったのに対し，倒伏が多 甚の

メークイン では と長かった。各品種と

も残存部分は茎のみで，処理重率は ％以上，処理株率

は ％であった。

設定刈り高さ では，チョッパ処理後の刈り高さ

は で，各品種とも葉の残存が認められた。

男爵薯 および ホッカイコガネ では処理株率は

％であったのに対し， メークイン では最大残存茎

長が他品種より長く，処理株率が著しく低かった。露出

塊茎数は各品種とも ％以下であったが，設定刈り高さ

が より多い場合があった。塊茎の損傷は，

設定刈り高さにかかわらず無かった。

処理 週後の茎葉残存程度は， 男爵薯 および

メークイン の設定刈り高さ では全ての株が枯

凋し，茎葉再生は無かった。しかし設定刈り高さ

では茎葉再生が認められ，処理株率の低かった メーク

イン で葉付き株率および再生株率が高かった。 ホッ

カイコガネ では，ほ場 の設定刈り高さ で，処
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表 生育概要と茎葉処理日

ほ場 試験
年次

茎葉
チョッパ
機種

植付日 品種 開花始 茎葉
処理日

処理時
茎葉重
（ ）

ほ場 年
男爵薯

メークイン
ホッカイコガネ

ほ場 年
男爵薯

メークイン
ホッカイコガネ

ほ場 年
男爵薯

メークイン
ほ場 年 ホッカイコガネ



理直後の処理株率が ％にもかかわらず茎葉再生が認

められた。設定刈り高さ では，約半数の株が茎葉

再生した。茎葉再生が起こる場合，チョッパ処理 日後

以降に茎葉再生が始まり，処理 週後以降では新たな茎

葉再生は認められなかった。

機種 のチョッパ処理精度と茎葉再生

チョッパ処理後の刈り高さは ，最大残存

茎長は で，各品種とも葉の残存が認めら

れた（表 ）。倒伏が甚の メークイン では，茎葉を

起こしきれないまま切除している茎が多く，最大残存茎

長が他品種より長かった。倒伏が中の ホッカイコガ

ネ では，最大残存茎長は 男爵薯 並であったが，ト

ラクタ走行時のタイヤの踏みつけによって，適切に切除

されていない株が散見された。処理重率は

％，処理株率は ％，処理茎率は

％で，いずれも メークイン の値が低かった。

処理 週後の茎葉残存程度は， 男爵薯 ではチョッ

パ処理後に葉の残った株の一部が再生したが，処理 週

後にはほとんどの株は枯れ，処理 週後までに全て枯凋

した。 メークイン および ホッカイコガネ では葉

が残存した株の一部から再生が起こり， ホッカイコガ

ネ では設定通りの高さで処理された株の一部からも再

生が認められた。塊茎の露出および損傷はほとんど無か

った。
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表 機種 （トラクタ直装式 畦用茎葉チョッ
パ）の処理精度

品種 男爵薯 メークイン ホッカイコガネ
試験
ほ場

試験条件
設定刈り高さ（ ）
作業速度（ ）
切断刃回転数（ ）

作物条件

草高（ ）
茎長（ ）
倒伏程度 少 少 甚 甚 中 中
地上部重（ 株）

茎重（ 株）
葉重（ 株）

処理精度

刈り高さ
同 変動係数（％）

最大残存茎長（ ）
残存茎葉重（％）

うち茎重（ 株）
うち葉重（ 株）

処理重率（％）
露出塊茎数（個 株）
損傷塊茎数（個 株）

処理直後
処理株率（％）
処理茎率（％）

処理 週後

処理株率（％）
処理茎率（％）
茎のみ株率（％）
葉つき株率（％）
再生茎率（％）

注）処理直後および処理 週間後の値は，各反復の平均
値。

表 機種 （自走式 畦用茎葉チョッパ）の処理精度

品 種 男 爵 薯 メークイン ホッカイコガネ
試験
ほ場

試験条件
設定刈り高さ（ ）
作業速度（ ）
切断刃回転数（ ）

作物条件

草高（ ）
茎長（ ）
倒伏程度 少 少 少 少 多 多 甚 甚 無 無 中 中
地上部重（ 株）

うち茎重（ 株）
うち葉重（ 株）

処理精度

刈り高さ（ ）
同 変動係数（％）

最大残存茎長（ ）
残存茎葉重（ 株）

うち茎重（ 株）
うち葉重（ 株）

処理重率（％）
露出塊茎数（個 株）
損傷塊茎数（個 株）

処理直後 処理株率（％）

処理 週後

処理株率（％）
茎のみ株率（％）
葉つき株率（％）
再生株率（％）



）茎葉チョッパと生育調節剤の組み合わせ処理効果

茎葉チョッパ後ピラフルフェンエチル乳剤散布

の処理 週後の茎葉残存程度は，機種 で

は葉付き株率が ％（表 ），機種 では葉付き

茎率が ％（表 ）と，茎葉チョッパ単用に比べ

てかなり少なかった。 の施用量についてみると，

の範囲では葉付き茎率および再生茎率の差

はほとんど無かった。

ピラフルフェンエチル乳剤散布後茎葉チョッパ

チョッパ処理時の馬鈴しょ茎葉は， 散布区では葉の

割程度が黄変しており，参考の 散布区では葉のほと

んどが黄変していた。しかし茎は両区とも上部がやや黄

変している程度であった。チョッパ処理精度についてみ

ると， および の刈り高さや最大残

存茎長は，茎葉チョッパ単用と同程度であった。

および の処理 週後の葉付き茎

率は ％で，茎葉チョッパ単用より少なかったも

のの， よりやや多かった（表 ）。

考 察

）茎葉チョッパ単用における処理精度と茎葉再生

自走式チョッパの機種 の設定刈り高さ では，

各品種とも処理重率 ％以上と高かった。葉の残存は無

く， 男爵薯 および メークイン では処理 週後の

茎葉再生は無かった。一方，機種 の設定刈り高さ

およびトラクタ直装式の機種 の設定刈り高さ

では，倒伏程度が大きい品種ほど処理重率が低く，各品

種とも処理 週後までに茎葉再生が起こった。このこと

から，刈り高さや処理重率が茎葉再生の多少に影響して

いると考えられ，図 に茎葉チョッパ単用における処理

重率と処理 週後の再生株率との関係を示した。

男爵薯 および メークイン では，処理重率が高

い場合には茎葉再生が認められないことから，刈り高さ

を低く設定できる機種では，茎葉チョッパ単用での種馬

鈴しょ生産への利用が可能と考えられる。トラクタ直装

式チョッパでも，刈り高さを低く設定すると処理重率が

高まり茎葉再生が少なくなると考えられるが，設定刈り

高さが低すぎると塊茎の露出や損傷が増えるので，刈り

高さの調整には留意する必要がある。一方， ホッカイ

コガネ では処理重率と再生株率の関係は不明瞭で，刈

り高さ でも再生が認められる場合があった。この

ため，茎葉チョッパ単用での種馬鈴しょ生産への利用は

困難で，生育調節剤と組み合わせた茎葉処理を行う必要

がある。

）茎葉チョッパと生育調節剤の組み合わせ処理効果

組み合わせ処理の処理 週後の茎葉残存程度は，茎葉

チョッパ単用よりかなり低かった。組み合わせの順序に

ついてみると，茎葉チョッパを先に用いる組み合わせの

葉付き茎率および再生茎率が少なかった。

生育調節剤散布後にチョッパ処理した区では，チョッ

パ処理時の茎はほとんど枯凋しておらず，チョッパ処理
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表 チョッパと生育調節剤の組み合わせ効果
（機種 ，設定刈り高さ ，平成 年）

品 種 処 理
処理 週後の茎葉残存程度

茎のみ
株率

葉付き
株率

再生
株率

メークイン ％ ％ ％

チョッパ単用

ホッカイコガネ

チョッパ単用

注） の文字は，ピラフルフェンエチル乳剤の施用量
（ ）を示す（表 も同じ）

表 チョッパと生育調節剤の組み合わせ効果
（機種 ，設定刈り高さ ，平成 年）

品 種 処 理
処理 週後の茎葉残存程度

茎のみ
茎率

葉付き
茎率

再生茎
率

メークイン ％ ％ ％

チョッパ単用

ホッカイコガネ

チョッパ単用

図 茎葉繁茂期の茎葉チョッパ単用処理にお
ける処理重率と処理 週後の再生株率（平
成 ， 年）

注）囲み以外は，機種 および の設定刈り高
さ 。



後の刈り高さや最大残存茎長は茎葉チョッパ単用と同程

度であったことから，生育調節剤の前処理効果の不安定

性が懸念された。これに対して，茎葉チョッパを先に行

う場合では，馬鈴しょの茎葉重がかなり少ない状態で薬

剤散布を行うことから，安定した効果をあげることがで

きると考えられる。これらのことから，茎葉チョッパと

ピラフルフェンエチル乳剤との組み合わせ処理を行う場

合，茎葉チョッパ ピラフルフェンエチル乳剤の順が種

馬鈴しょ生産に適すると考えられた。

チョッパ処理後に茎葉再生が始まるのは処理 日後以

降であったことから，チョッパ処理後 日以内にピラフ

ルフェンエチル乳剤を散布する体系処理が，確実な枯凋

促進と茎葉再生抑制の点から最も有効であるといえる。

本試験の結果から，茎葉の再生率が高い場合として，

チョッパ処理時の馬鈴しょの倒伏が多いとき， チョッ

パ処理後の葉の残存が多く，処理株率が低いとき，

ホッカイコガネ など再生しやすい品種をチョッパ処

理したときが考えられた。このような場合には，表 の

マニュアルに沿った茎葉処理を行うこととする。

大波 正寿 他 チョッパと生育調節剤による茎葉処理技術

表 茎葉チョッパ後ピラフルフェンエチル乳剤散布による茎葉処理マニュアル

目 的 使用時期
処理方法

薬剤 使用濃度（量）
注 意 事 項

採種栽培に

おける茎葉

枯凋促進

［ 回目処理］

開花始後 日以降

（茎葉繁茂期）

茎葉チョッパ

．チョッパ処理ではロークロップタイヤを装着し，

塊茎の損傷や露出を防止する。

．降雨が予想される場合は薬剤の散布を避ける。

．土壌が極端に乾燥しているときは薬剤の散布を避

ける。

．枯凋効果は，薬剤散布後 日でほぼ完成する。

． 回目処理の時期は，品種の早晩性により次の通

りを目安とする。

早生種 開花始後， 日

中生種 ， 日

晩生種 ， 日

［ 回目処理］

回目処理後 日

以内（収穫 日前

まで）

ピラフルフェンエチル

乳剤

（ピラフルフェンエチ

ル ％）

散布水量

毒性 普通物，魚毒

性
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